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７月・８月の主な研修 【動画】：開始日（10:00）終了日（17:00）
以外は、24時間視聴可

だよ

研修センター ホームページ

「公開講座（トピック研修）」

ちょこっとリニューアルしました！

https://www.setagaya-jinzai.jp/

公開講座のメニューは？

医療・福祉

◉「世田谷区認知症とともに生きる希望条例及び認知症に関する制度と動向」

◉「誰もが住みやすい地域づくりに向けて ～介護予防・重度化防止に今から取り組むこと～」

◉「誰もが住みやすい地域づくりに向けて ～世田谷区で目指す これからの福祉～」

◉「在宅療養講演会・シンポジウム 住み慣れた地域で最期まで安心して暮らし続けるために」

◉「福祉サービス従事者に必要な感染対策」

介護・ケア

◉「介護のワンポイントレッスン」

◉「事例MANGAで学ぶよりよいケアの実現」

◉ 安心して在宅生活を送るために･･･

「福祉用具活用のススメ リーフレットのご案内」

SNS

◉「Zoom初めてレッスン ～Zoomの基本的な使い方のご説明～」

介護のワンポイントレッスン

車いす・介護ベットの基礎知識、移乗方法や腰痛予防体操
等、日常生活にも役立つ介護の基本が短時間で学べます。
初めての方にも分かりやすい内容になっています！

レッスンメニュー

① 介護ベットの操作

② 車いすの操作

今後も新しいメニューが追加されます！

動画作成のワンポイントレッスン

自法人の事業所の「魅力」発信を目的に、スマート
フォン等でメッセージ動画を作成するためのポイント
が学べます！ 多職種協働技法について、「事例漫画」を活用して理解

を深めることができます。

静かなオルゴール
のBGMにあわせ
て、お話は展開し
ていきます･･･。

公開講座は研修センターホー
ムページから視聴できます。

https://www.setagaya-jinzai.jp/世田谷区 研修センター

事例MANGA方式を活用した高齢者虐待予防

「ワークで学ぶ スピーチロックを防ぐための介護の接遇・マナーと実践」

せたがや福祉区民学会第16回大会 発表事例募集
 

第16回大会 開催案内
〔大会テーマ〕「多様な人々をつなぐ運動・スポーツの可能性」

〔日 時〕 令和６年11月９日(土) 12時～17時30分（開場 11時30分）

〔会 場〕  日本女子体育大学 本館    （世田谷区北烏山８－1９－1）

〔基調講演〕    「運動・スポーツでつながる地域の輪っはっは！」
雨宮 由紀枝氏（日本女子体育大学 体育学部 特任教授）

第16回大会 発表事例募集

〔申込期間〕 令和６年７月１日（月）～令和６年７月３１日（水）
〔募集内容〕 世田谷区内で行う福祉活動に関する研究、 実践、 調査等に関すること

〔応募資格〕 せたがや福祉区民学会会員 （会員募集中）

〔申込方法〕 せたがや福祉区民学会事務局までメール・Fax・郵送

令和６年１１月９日（土）日本女子体育大学で開催されます。日頃の実践や研究等に

関する発表事例を募集します。この機会に、発表してみませんか。

※詳細は、まちづくりセンター等に備え付けの発表事例募集または
事務局ホームページ等をご覧ください。（URL: https://www.setagaya-jinzai.jp/society）

●障害児・障害者施設職員階層研修(主に初任者～3年)
R6.7.1(月)～8.30(金) 【動画】講師：狩野晴子氏

●対人援助技術研修
「利用者・家族とのコミュニケーション」第2回
R6.7.3(水) 14:00～16:00 【集合】講師：諏訪茂樹氏

●ケアマネジャー研修(共通)
「家族支援で困ったときの対処法」
R6.7.10(水) 13:30～16:30【集合】講師：山川誠司氏

●介護技術研修(現任1)
「再点検！移乗介助 我流介護になっていませんか？」
R6.7.12(金) 18:00～20:00【集合】講師：堀口将氏

●ケアマネジャー研修(共通)
「ケアマネジャーに求められるファシリテーション力」
R6.7.16(火) 13:30～16:30 【集合】講師：福島喜代子氏

●信頼関係を築くための接遇・マナー向上研修

R6.7.17(水)14:00～16:00【ライブ】講師：蜂谷英津子氏

●認知症ケア研修「認知症の人と家族への支援」
R6.7.24(水)～8.23(金) 【動画】講師：佐賀勝之氏

●福祉職が学ぶリーダーシップ研修（第1回）
R6.7.25(木)14:00～16:00【集合】講師：諏訪茂樹氏

●メンタルヘルス研修「グリーフサポートに関する基礎知識」

R6.8.1(木)～9.2(月) 【動画】講師：林哲也氏

●福祉職が学ぶリーダーシップ研修（第2回）
R6.8.27(火)14:00～16:00【集合】講師：諏訪茂樹氏

●認知症ケア研修
「認知症ケアにおける多職種連携によるチームケア」
R6.8.28(水)14:00～17:00【集合】講師：村島久美子氏

●経営力向上セミナー
「持続可能な経営につながる介護事業者の事業・経営戦略」

R6.8.30(金)～9.30(月)       【動画】講師：紀伊信之氏

※詳細は研修センターホームページ、公式X 、Fax情報便等でお知らせします。

在宅療養講演会より

Zoom初めてレッスンより

③ 便利な移動・移乗方法

④ 腰痛予防体操

撮影の段取りやコツをナレーションでお伝えします！

・ホームページから手軽にアクセスできます。

・申し込みは必要ありません。

・24時間いつでも視聴できます。
公開講座の特徴

令和6年度 「夏休み小・中・高
校生福祉体験」を開催します！

日時：7月29日、8月3日・5日・12日
15日・17日・21日

（午前・午後2回実施、1回2時間程度）

場所：世田谷区福祉人材育成・研修センター

募集：7月初旬に図書館等でチラシ配布。
教育委員会情報配信サービス「す
ぐーる」、区のお知らせで募集。

研修センター
公式 X

レッスンの様子

事例MANGAより

世田谷区内の福祉関係者や区民など、どなたでも自由に閲覧いただける研修動画を複数掲載しています。だれで
も気軽に福祉について学べますので、人材育成や日頃の業務のヒント、福祉の理解のきっかけ作りとして、ぜひ
ご活用ください！

https://www.setagaya-jinzai.jp/society


研修ピックアップ

パネルディスカッション

医療と福祉との連携で感じた
       「気づき（観察）」の大切さ

食支援研修（栄養・調理） 登録ヘルパー助成対象研修

「時短・非常時にも役立つ パッククッキング」【集合研修】

開催日時 令和６年５月１７日（金） 【１回】１０時～１２時３０分 【２回】１４時３０分～１７時

食支援研修（栄養・調理）は、一人ひとりが、最後まで口から
おいしく食事をするために、高齢者の特徴や栄養などの基礎知識
を学び、専門性の向上をめざして実施しています。

設備が充実した研修センターの調理実習室で、訪問介護事業所、
医療・福祉従事者の方２６名の参加で開催しました。

パッククッキングは、少ない調味料で栄養分やうまみを逃がさ
ない調理方法で、非常時にも役立ちます。時短や生活習慣病予防
のためのポイントなどを講義と調理実習を通して学びました。

機能強化型認定栄養ケア・
ステーション eatcoco

米山 久美子氏

世田谷区社会福祉事業団

竹内 洋子氏

1. 講 義
【パッククッキングとは】

ポリ袋に食材と調味料を入れ、鍋で湯煎する調理法
※炊飯ジャーや電気ポットなどでも応用ができる

【パッククッキングの利点】 【パッククッキングのポイント】

3. 調 理 実 習

5. 感 想

・ポリ袋を使用した調理法をはじめて体験し、おいし
く手軽にでき、「目からうろこ」でした。

・複数のメニューを一つの鍋ででき、ご利用者様と一
緒に調理するときに活用します。

・牛乳パックを活用した調理は、応用できそうです。
・集合で実習を交えた研修は、とても良かったです。

同じグループの方と意見交換を行いながら、とて
も楽しく学べました。

4. 発 表 ・ 試 食

「工程も少なく、年代問わず行え
る調理法なので、普段から取り入
れます」「ポリ袋で均一に混ぜた
り、袋の縛り方や火加減など少し
コツは必要ですが、事業所で伝達
します」など各班より発表があり
ました。

・様々な料理を同じ鍋で作ることができる
・鍋に入れたらほったらかしでOK
・食器を汚さず食べることができる

（食器に袋ごとのせ、袋を開けて食べる）
・温かいものが食べられる
・水を再利用することができる
・普段食べているものの備蓄品の利用ができる
・日頃からの時短料理や調味料の節約料理として

活用できる

・複数の料理をする場合は、大きな鍋で加熱する。
・袋を縛る時は、できるだけ空気を抜き先端の方で

しっかり縛る。
・火加減は小さな泡が出るぐらいで最後までそのまま
・蒸発しないので袋の中の水分は少なめでOK
・調味料は普段の1/3～1/2
・煮物、蒸し物に向く。
・骨のあるものや先のとがったものは袋が破れない

ように注意！
・菜箸で穴をあけないように注意！

【ポリ袋の品質】
素 材：高密度ポリエチレン
耐熱温度：130℃
厚 さ： 0.01mm以上

2. 調 理 実 演

講師によるデモンストレーションでは、袋を縛る時の
ポイントや「切り干しナポリタン風」など7品の実演

食材の入った

ポリ袋を湯せん中

試食後は、各班

楽しく交流タイム

もしもの備えに
 非常時もいつもと変わらない、栄養バランスがとれた温かい食事があると、心と
体も満たされます。もしもの時のために日頃から、食品を備蓄してみませんか？
ローリングストックのススメ：蓄える→食べる→補充するを繰り返し、一定量の

食品が備蓄されている状態を保つ方法です。

備蓄品

牛乳パックプリン

湯せん調理とは思えない

仕上がりとおいしさ

コーヒー蒸しパンツナ缶と
きのこのシチュー

様々な視点からの学習をとおして、認知症の人に対す
る理解を深め、多職種協働により根拠をもって適切な
ケアを実践できる専門性の向上を図ることを目的とし
ています。

講師：市川 裕太氏

東京都認知症介護指導者
世田谷区認知症介護指導者会

①「理念」とは・・・物事の根底にある根本的な考え
方や判断基準。つまり、認知症ケアの理念を
｢どう踏まえて考えるか｣｢どう活かすか｣が大切
②「視点」とは・・・物事を観察する立場、観点
つまり、認知症ケアに必要な視点を
｢どう身に付けていくか｣が大切

●認知症は「病気」ではなく、「病気により引き起こさ
れている状態」
※原因となる病気（原因疾患）の種類によって脳の状態
が異なり、症状の出方や進行具合が異なる。
知っていれば行動の予測が立てられることもある。
診断の有無に関わらず、認知症ケアの理念と視点は変わ
らない。

●ケア＝支援 ※お世話ではない
認知症の方が｢活き活きと生きる｣ためのサポート
●介護保険の理念は｢尊厳を保持する｣｢有する能力
に応じる｣(自立支援)
●認知症ケアの基本的な考え方
有する能力に応じ、自立した日常生活が営めるよう
に、「本人らしさ」が出せるように取り組む。

●ある物事についての、こうあるべきという根本の考
え。理念は私達介護者側が行うべきケアの道筋となら
なければならない。

そして理念を考える際には、｢本人本位のケアの実
践｣がポイント。｢こうあるべき｣は介護者本位になる
可能性も。｢決めつけ｣｢先入観｣ではなく、｢本人本位｣
への視点の転換が必要

●ケアをする側の「認知症の人」に対する考え方、持つ
べき視点、関わり方次第で「認知症の人の姿」は変わっ
てくる。

●どんな視点を持って関わるべきか
■認知症の原因疾患の特徴はどうか
■基礎疾患や薬剤による影響はどうか
■どんな心理的影響があるか
■人的環境による影響はどうか
■物理的環境による影響はどうか など
◇どんな好み（多角度）があるか
◇どんな願いや希望があるか
◇どんな可能性を秘めているのか
◇他の人から認められる分野はなにか など

・認知症について正しく理解することはとても大事
・認知症の疾病や症状の部分にばかり焦点をあてるの
ではなく、｢一人の人｣として理解する視点が最も重要
◆認知症があっても人として活き活きと生きられる姿
を目指す。
◆その為に必要な視点を持って支援することが専門職
の第一歩
◆様々な症状は認知症の方からの｢メッセージ｣。「問
題行動」ではなく私たちへの「メッセージ」。本人に
目を向け｢本人本位｣で、｢病気｣ではなく｢人｣への支援
を
◆人として当たり前の事が、認知症があっても当たり
前に出来るように。どうしたらいいか、考え続けま
しょう！

●改めて、認知症のご利用者に対して真のパーソンセ
ンタードケアを行うことができているかを振り返るよ
い機会となった。ご自身の自立と自律を目指す視点を
確認できた。
●｢本人本位｣に考えることや｢認知症｣ではなく｢人｣を
支援することを再度確認できました。認知症であって
も活き活きと生きるために必要なことは正にその通り
だと思います。
●『認知症』の人ではなく、認知症の『人』という捉
え方を常に忘れずにいなければいけないと再認識する
事ができました。

１．理念と視点

３．「ケア」とは

５．視点

受講者アンケートから

２．認知症の理解

４．認知症ケアにおける「理念」

６．視点の整理

７．認知症ケアの理念と視点

認知症ケア研修

認知症の理解 「認知症ケアの理念と視点」【動画研修】 視聴期間
令和6年5月1日(水)～6月3日(月)

先入観 発想を豊かにやわらかく

決めつけ 幅広い見方・他の人の意見を参考に

固定的 生きている限り変化する姿

表面的
本人の言動の背景の意味を探る
・場面での意味 ・生活史の中の意味

あきらめ 可能性やその人らしさを最期まで見つける

してあげる 本人がどうしたいか問い続ける

専門用語でわかったつもり 自分がそのように解釈されたら？

支援者として持つべき視点（介護者本位から本人本位へ）

■ 介護者主体の視点 ■ 本人主体の視点

各班に配られている食材を使い、パッククッキングの
ポイントを確認し、調理実習スタート

メニュー
・ツナ缶ときのこのシチュー
・コーヒー蒸しパン
・牛乳パックプリンなど

人材
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